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民
族
学
考
古
学
専
攻
の
雑
誌
『
史
学
』
と
の
関
わ
り

）

一
六
五　
（
一
六
五

杉

本

智

俊

民
族
学
考
古
学
専
攻
の
雑
誌
『
史
学
』
と
の
関
わ
り

二
〇
二
一
年
度
三
田
史
学
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
史
学
』
一
〇
〇
年
の
総
括
と
展
望
」

　

二
〇
二
一
年
度
の
三
田
史
学
会
大
会
で
は
、
慶
應
義
塾
大
学
文

学
部
の
史
学
四
専
攻
が
過
去
三
〇
年
間
に
ど
の
よ
う
に
雑
誌
『
史

学
』
と
関
わ
っ
て
来
た
か
を
振
り
返
り
、
将
来
の
さ
ら
な
る
発
展

の
基
礎
と
す
る
こ
と
が
図
ら
れ
た
。 
近
年
、
人
文
科
学
研
究
の

置
か
れ
て
い
る
状
況
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
近
代
的
な
「
知

の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
も
批
判
的
に
検
証
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
そ
の
中
で
行
な
わ
れ
た
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
三
田

史
学
会
が
め
ざ
す
も
の
を
問
い
直
す
よ
い
機
会
だ
と
思
わ
れ
る
。

以
下
に
、
民
族
学
考
古
学
専
攻
と
雑
誌
『
史
学
』
の
関
わ
り
を
概

観
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
評
価
と
展
望
を
示
し
た
い
。

一
．
民
族
学
考
古
学
専
攻
と
雑
誌
『
史
学
』

一-

一
．
民
族
学
考
古
学
専
攻
の
歴
史　

　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
史
学
科
で
は
、
一
九
七
六
年
か
ら
民
族

学
考
古
学
専
攻
の
開
設
準
備
の
た
め
に
民
族
学
考
古
学
コ
ー
ス
が

開
設
さ
れ
、
一
九
七
九
年
か
ら
正
式
な
専
攻
と
な
っ
た
。
二
〇
二

一
年
は
、
民
族
学
考
古
学
専
攻
が
創
設
さ
れ
て
四
一
年
目
と
な
る
。

専
攻
設
立
当
時
の
教
員
は
、
清
水
潤
三
、
江
坂
輝
彌
、
近
森
正
、

小
川
英
雄
、
鈴
木
公
雄
の
五
名
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
史
学
、

東
洋
史
学
、
西
洋
史
学
専
攻
か
ら
本
専
攻
に
移
動
し
て
組
織
さ
れ

た
。
一
世
代
を
約
四
〇
年
と
考
え
る
と
ち
ょ
う
ど
一
巡
り
に
あ
た

り
、
現
在
は
そ
の
学
生
だ
っ
た
世
代
の
教
員
た
ち
が
中
心
を
担
っ

て
い
る
。

　
『
史
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
に
見
ら
れ
る
傾
向
は
、
民
族
学

考
古
学
専
攻
が
ど
の
よ
う
に
確
立
さ
れ
て
き
た
か
を
検
討
す
る
上

で
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
論
で
は
、
論
文
総
数
に
占
め

る
民
族
学
考
古
学
専
攻
関
連
の
論
文
数
、
民
族
学
考
古
学
関
連
論

文
の
分
野
別
傾
向
、
そ
の
投
稿
者
の
傾
向
を
確
認
す
る
。



史
　
　
　
学
　
第
九
一
巻
　
第
一
・
二
号

）

一
六
六　
（
一
六
六

一-

二
．‌�『
史
学
』
に
掲
載
さ
れ

た
民
族
学
考
古
学
関

連
の
研
究

　

ま
ず
、
過
去
三
〇
年
間
に
『
史

学
』
に
掲
載
さ
れ
た
総
論
文
数
に

占
め
る
民
族
学
考
古
学
関
連
論
文

の
数
を
検
証
す
る
。
一
〇
年
毎
の

傾
向
を
見
る
た
め
に
、
六
〇
～
六

九
巻
（
一
九
九
一
年
～
二
〇
〇
〇

年
）、
七
〇
～
七
九
巻
（
二
〇
〇

一
年
～
二
〇
一
〇
年
）、
八
〇

～
八
九
巻
（
二
〇
一
一
年
～
二
〇

二
〇
年
）
に
分
け
て
民
族
学
考
古

学
専
攻
関
連
の
論
文
数
を
比
較
す

る
と
、
表
１
の
よ
う
に
な
る
。
論

文
に
は
、
論
文
と
研
究
ノ
ー
ト
を

含
め
て
い
る
が
、
書
評
や
資
料
紹

介
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
梗
概
な
ど

は
含
め
て
い
な
い
。
ま
た
、
民
族

学
考
古
学
専
攻
の
直
接
の
関
係
者

の
論
文
で
な
く
て
も
、
内
容
的
観

表 １　論文総数に占める民族学考古学関連論文数

巻 民考関連論文 総論文数 パーセンテージ

60 ～ 69 24 159 16

70 ～ 79 34 152 22

80 ～ 89 30 146 21

総計 88 457 19

点
か
ら
、
六
〇
～
六
九
巻
に
は
鈴
木
正
崇
氏
の
銅
鼓
に
関
す
る
論

考
、
七
〇
～
七
九
巻
に
は
桐
本
東
太
、
長
谷
山
彰
両
氏
に
よ
る
木

簡
に
関
す
る
論
考
と
伊
藤
清
司
氏
の
民
話
に
関
す
る
論
考
、
八
〇

～
八
九
巻
に
は
三
宅
和
朗
氏
の
古
墳
に
関
す
る
論
考
を
含
め
て
い

る
（
（
（

。 

　

こ
の
結
果
を
見
る
と
、
ま
だ
六
〇
～
六
九
巻
の
時
点
で
は
民
族

学
考
古
学
関
連
の
研
究
は
全
体
の
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
史
学
四

専
攻
に
お
け
る
存
在
感
が
低
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
専
攻
誕
生

か
ら
一
一
～
二
〇
年
と
い
う
こ
と
で
、
卒
業
生
も
少
な
く
、
執
筆

者
の
広
が
り
が
十
分
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
そ
の
後

の
二
〇
年
を
見
る
と
、
全
体
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
お
り
、

一
定
の
貢
献
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
成
長
し
て
き
た
こ

と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
は
達
し
て
お
ら
ず
、

ま
だ
層
の
薄
さ
を
完
全
に
カ
バ
ー
し
切
れ
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ

る
。二

．
民
族
学
考
古
学
関
連
論
文
の
分
野
別
傾
向

　

次
に
、
論
文
の
内
容
的
な
傾
向
を
確
認
す
る
。
民
族
学
考
古
学

専
攻
は
、
方
法
論
的
に
は
物
質
文
化
研
究
を
基
礎
と
す
る
点
で
共

通
の
基
盤
を
持
っ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
日
本
史
学
、
東
洋
史
学
、

西
洋
史
学
出
身
教
員
が
母
体
と
な
っ
て
創
設
さ
れ
た
の
で
、
地
域



民
族
学
考
古
学
専
攻
の
雑
誌
『
史
学
』
と
の
関
わ
り

）

一
六
七　
（
一
六
七

的
に
は
大
き
く
こ
れ
ら
の
三
つ
の
分
野
に
現
在
で
も
わ
か
れ
て
い

る
。
以
下
に
、
地
域
毎
の
傾
向
を
見
て
い
き
た
い
。

二-
一
．
日
本
史
学
関
連
の
論
文
及
び
研
究
ノ
ー
ト

　

日
本
を
対
象
と
し
た
論
考
は
、
全
部
で
四
四
本
認
め
ら
れ
た
。

時
代
的
に
は
、
石
器
時
代
が
九
本
、
縄
文
・
弥
生
時
代
が
九
本
、

古
墳
時
代
を
含
む
古
代
が
六
本
、
中
世
・
近
世
が
六
本
、
近
現
代

が
一
本
、
調
査
報
告
が
一
本
、
理
論
的
な
も
の
が
二
本
、
民
族
学

関
係
が
九
本
で
あ
っ
た
。

　

石
器
時
代
に
関
し
て
は
、
石
器
の
製
作
論
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
の
論
考
が
継
続
的
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
縄

文
・
弥
生
時
代
の
論
考
は
、
数
は
石
器
時
代
と
同
数
な
も
の
の
、

個
別
の
研
究
者
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
資
料
の

研
究
が
多
く
、
ま
と
ま
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。
古
代
に
関
し
て
は
、

安
藤
広
道
氏
に
よ
る
観
音
松
古
墳
の
研
究
、
他
専
攻
の
桐
本
、
長

谷
山
氏
に
よ
る
『
山
海
経
』
と
木
簡
の
研
究
、
三
宅
氏
に
よ
る
古

墳
と
植
樹
の
研
究
な
ど
が
目
を
引
く
。
中
世
・
近
世
は
、
鈴
木
公

雄
氏
が
こ
の
時
代
の
考
古
学
を
先
導
し
て
「
銭
の
考
古
学
」
を
確

立
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
論
考
が
見
ら
れ
る
他
、
朽
木
量
氏
に

よ
る
墓
標
の
研
究
、
石
神
裕
之
氏
に
よ
る
泥
面
子
の
研
究
な
ど
、

注
目
す
べ
き
研
究
が
多
い
が
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
論
文
が
な
い
。

調
査
に
関
し
て
は
、
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
発
掘
調
査
の
報
告

が
あ
る
他
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
研
究
の
中
に
も
独
自
の
調
査
結

果
に
基
づ
く
論
考
が
散
見
さ
れ
る
。
数
は
少
な
い
が
櫻
井
準
也
氏

に
よ
る
考
古
学
理
論
に
関
す
る
論
考
も
、
日
本
の
考
古
学
界
に
お

け
る
貴
重
な
貢
献
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
日
本
に
お
け
る

民
族
学
の
論
考
は
九
本
と
一
定
数
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
七
本
は
牧

野
久
実
氏
に
よ
る
丸
子
船
の
論
考
、
二
本
は
下
田
健
太
郎
氏
に
よ

る
水
俣
病
患
者
の
慰
霊
の
あ
り
方
に
関
す
る
論
文
で
あ
り
、
十
分

な
広
が
り
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

二-

二
．
東
洋
史
学
関
連
の
論
文
及
び
研
究
ノ
ー
ト

　

東
洋
史
学
と
の
関
連
で
は
、
こ
の
分
野
の
民
族
学
考
古
学
専
攻

の
初
代
教
員
が
近
森
正
氏
で
あ
り
、
そ
の
専
門
が
オ
セ
ア
ニ
ア
民

族
学
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
後
も
オ
セ
ア
ニ
ア
関
係
に
論
文
が
集
中

し
て
い
る
。

　

全
体
と
し
て
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
関
係
の
論
考
が
一
五
本
、
中
国

関
係
が
四
本
で
あ
る
。
オ
セ
ア
ニ
ア
に
つ
い
て
は
、
ク
ッ
ク
諸
島

な
ど
環
礁
の
居
住
史
に
関
す
る
論
考
が
九
本
あ
り
、
近
森
氏
と
山

口
徹
氏
に
よ
る
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。
そ
の
他
、
山
口
氏
に
よ

る
ウ
リ
像
と
い
う
造
形
物
に
関
す
る
論
文
、
臺
浩
亮
氏
に
よ
る
ポ

リ
ネ
シ
ア
の
民
族
資
料
収
集
に
関
す
る
論
文
が
各
一
本
あ
る
。
一



史
　
　
　
学
　
第
九
一
巻
　
第
一
・
二
号

）

一
六
八　
（
一
六
八

方
、
中
国
関
係
は
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
研
究
者
に
よ
る
独
自
の
研
究

と
な
っ
て
お
り
、
特
定
の
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
い
。
具
体
的
に
は
、

甲
骨
文
字
に
関
す
る
考
古
学
的
研
究
が
一
本
（
崎
川
隆
氏
）、
銅

鼓
に
関
す
る
民
族
学
的
研
究
が
一
本
（
鈴
木
正
崇
氏
）、
土
壕
形

成
に
関
す
る
民
族
学
的
研
究
が
二
本
（
栗
山
知
之
氏
）
で
あ
る
。

二-

三
．
西
洋
史
関
連
の
論
文
及
び
研
究
ノ
ー
ト

　

西
洋
史
関
連
の
論
考
も
、
初
代
教
員
の
小
川
英
雄
氏
の
専
門
を

反
映
し
て
古
代
西
ア
ジ
ア
世
界
の
考
古
学
的
研
究
が
二
九
本
と
圧

倒
的
に
多（
い
）
2

。 

そ
の
他
で
は
、
中
米
マ
ヤ
文
明
関
連
の
論
考
が

三
本
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
体
の
研
究
は
石
器
時
代
の
も
の
が

一
本
（
田
中
亮
氏
）
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

西
ア
ジ
ア
関
連
二
九
本
の
論
考
の
う
ち
、
一
九
本
は
南
レ
ヴ
ァ

ン
ト
地
方
に
お
け
る
発
掘
調
査
に
関
す
る
も
の
で
、
杉
本
に
よ
る

イ
ス
ラ
エ
ル
国
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
の
調
査
報
告
が
三
本
、
牧
野
氏
、

岡
田
真
弓
氏
に
よ
る
そ
の
派
生
研
究
が
五
本
あ
る
。
ま
た
、
パ
レ

ス
チ
ナ
自
治
区
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
が
八
本
あ
り
、

慶
應
義
塾
大
学
西
ア
ジ
ア
考
古
学
発
掘
調
査
団
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

が
連
名
で
執
筆
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
北
西
ヨ
ル
ダ
ン
に
お
け
る

踏
査
報
告
が
一
本
（
杉
本
）、
南
レ
ヴ
ァ
ン
ト
出
土
の
土
偶
に
関

す
る
研
究
（
杉
本
）
お
よ
び
墓
制
に
関
す
る
研
究
（
長
尾
琢
磨

氏
）
が
そ
れ
ぞ
れ
一
本
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
地
域
で

は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
関
す
る
も
の
が
二
本
（
牧
野
氏
、
高
田
学

氏
）、
サ
ウ
デ
ィ
・
ア
ラ
ビ
ア
に
関
す
る
も
の
が
一
本
（
徳
永
理

砂
氏
）
あ
る
。
地
中
海
世
界
に
関
し
て
は
、
小
川
氏
に
よ
る
ミ
ト

ラ
ス
教
関
係
の
論
文
が
一
本
、
西
洋
史
学
専
攻
と
の
関
連
で
発
表

さ
れ
た
同
志
社
大
学
の
浅
香
正
氏
に
よ
る
ポ
ン
ペ
イ
関
係
の
論
文

が
一
本
、
藤
澤
綾
乃
氏
に
よ
る
シ
ナ
ゴ
グ
に
関
す
る
論
文
が
一
本

あ
る
。
マ
ヤ
関
係
の
論
文
は
す
べ
て
佐
藤
孝
裕
氏
（
別
府
大
学
教

授
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

二-

四
．
投
稿
論
文
の
分
野
別
傾
向

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
次
の
よ
う
な
地
域
別
傾
向
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
に
関
し
て
は
、
比
較
的
ど
の
時
代
も
ま
ん
べ
ん
な
く
考
古

学
関
係
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
理
論
に
つ
い
て
の
論
文
も

あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
分
野
を
専
門
と
す
る
教
員
数
が
多
く
、
そ
の

結
果
卒
業
生
の
広
が
り
も
大
き
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
石

器
時
代
に
集
中
す
る
傾
向
は
否
め
ず
、
縄
文
・
弥
生
時
代
の
論
文

に
は
核
と
な
る
分
野
が
な
く
、
中
世
・
近
世
も
一
時
大
き
な
貢
献

が
な
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
近
年
は
停
滞
し
て
い
る
。
理
論
に

関
す
る
論
文
は
、
一
個
人
に
依
存
し
て
い
る
面
が
大
き
く
、
民
族



民
族
学
考
古
学
専
攻
の
雑
誌
『
史
学
』
と
の
関
わ
り

）

一
六
九　
（
一
六
九

学
に
関
す
る
論
文
も
二
名
に
偏
っ
て
い
る
。

　

東
洋
に
関
し
て
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
民
族
学
に
集
中
し
て
お
り
、

中
国
関
連
の
論
文
は
散
発
的
に
見
ら
れ
る
が
、
南
ア
ジ
ア
や
東
南

ア
ジ
ア
の
研
究
は
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
。
西
洋
に
関
し
て
も
、

基
本
的
に
西
ア
ジ
ア
、
と
り
わ
け
南
レ
ヴ
ァ
ン
ト
の
発
掘
調
査
に

基
づ
く
研
究
が
多
く
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
や
地
中
海
に
関
す
る
も
の

は
少
な
く
、
エ
ジ
プ
ト
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
中
米
マ
ヤ
の
研
究
は
特

徴
的
で
あ
る
が
、
近
年
こ
の
分
野
の
投
稿
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

自
体
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
る
。

　

研
究
手
法
の
特
徴
と
し
て
は
、
ま
ず
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
に

基
づ
く
成
果
が
多
い
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
慶
應
義
塾
大
学
湘

南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
発
掘
報
告
を
始
め
、
民
族
学
考
古
学
専
攻

所
属
教
員
が
主
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
お
仲
間
林
遺
跡
、
尻
労
安

部
遺
跡
と
い
っ
た
石
器
時
代
遺
跡
の
発
掘
調
査
、
矢
上
キ
ャ
ン
パ

ス
に
あ
っ
た
観
音
松
古
墳
の
発
掘
調
査
に
基
づ
い
た
研
究
も
行
な

わ
れ
て
い
る
。
東
洋
史
関
連
で
も
ク
ッ
ク
諸
島
な
ど
の
環
礁
の
島

の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
に
基
づ
く
研
究
、
西
洋
史
関
連
で
は
エ

ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
、
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
基
づ
く
論
考

が
か
な
り
の
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
現
在
の
民

族
学
考
古
学
専
攻
の
基
礎
と
な
る
研
究
手
法
な
の
で
、
今
後
も
大

切
に
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
論
文
の
本
数
は
少
な
い
が
、
櫻
井
氏
や
岡
田
氏
に
よ
る

考
古
学
理
論
に
関
す
る
論
文
が
あ
る
こ
と
も
特
徴
的
だ
と
い
え
よ

う
。
今
後
の
考
古
学
研
究
で
は
、
過
去
の
文
化
の
復
元
を
め
ざ
す

従
来
の
研
究
と
合
わ
せ
て
、
文
化
財
を
い
か
に
解
釈
し
、
展
示
す

る
か
と
い
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学
的
研
究
も
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
わ
れ
る
。
三
田
史
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
博
物
館
や

観
光
と
の
関
係
を
取
り
上
げ
る
企
画
が
行
わ
れ
て
お
り
（
二
〇
一

四（
年
）
3

）、 

今
後
重
要
な
柱
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

三
．
民
族
学
考
古
学
関
連
論
文
の
投
稿
者
の
傾
向

三-

一
．
投
稿
者
の
所
属
の
比
率

　

次
に
、
ど
の
よ
う
な
人
が
論
文
を
投
稿
し
て
い
る
の
か
を
調
べ

る
た
め
に
、
投
稿
者
の
所
属
を
教
員
、
内
部
、
外
部
、
院
生
の
四

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
分
類
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
は
、

論
文
投
稿
時
の
も
の
で
あ
る
。
教
員
は
民
族
学
考
古
学
専
攻
の
専

任
教
員
、
内
部
に
は
慶
應
義
塾
内
の
一
貫
校
、
他
学
部
、
他
専
攻
、

他
研
究
所
所
属
の
教
員
が
含
ま
れ
て
い
る
。
外
部
は
慶
應
義
塾
以

外
の
研
究
者
た
ち
で
あ
る
が
、
実
質
上
そ
の
多
く
は
卒
業
生
で
あ

る
。

　

分
野
を
日
本
史
、
東
洋
史
、
西
洋
史
で
分
類
し
、
表
１
の
論
文

総
数
に
占
め
る
民
族
学
考
古
学
関
連
論
文
数
と
同
じ
よ
う
に
十
年



史
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表 ２　『史学』論文投稿者の所属―日本史関連

巻 教員 内部 外部 院生 総計

60 ～ 69 5 2 4 4 15

70 ～ 79 4 3 7 4 18

80 ～ 89 3 1 6 1 11

総計 12 6 17 9 44

表 ３　『史学』論文投稿者の所属―東洋史関連

巻 教員 内部 外部 院生 総計

60 ～ 69 2 1 0 0 3

70 ～ 79 3 0 2 2 7

80 ～ 89 3 0 2 0 5

総計 8 1 4 2 15

表 ４　『史学』論文投稿者の所属―西洋史関連

巻 教員 内部 外部 院生 総計

60 ～ 69 1 0 4 1 6

70 ～ 79 3 0 4 2 9

80 ～ 89 10 0 2 2 14

総計 14 0 10 5 29

表 ５　『史学』論文投稿者の所属―全体

巻 教員 内部 外部 院生 総計

60 ～ 69 8 3 8 5 24

70 ～ 79 10 3 13 8 34

80 ～ 89 16 1 10 3 30

総計 34 7 31 16 88
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毎
の
単
位
で
区
切
っ
た
と
こ
ろ
、
表
２
～
５
の
結
果
を
得
た
。

三-
二
．
論
文
投
稿
者
の
所
属
の
傾
向

　

こ
の
結
果
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

①
ま
ず
、
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
教
員
及
び
外
部
者
の
投
稿
が

多
い
。
教
員
が
多
い
こ
と
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
外
部

が
ほ
ぼ
同
程
度
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、『
史
学
』
が
単
な
る

慶
應
義
塾
大
学
史
学
専
攻
の
紀
要
で
な
く
、
学
会
と
し
て
よ

り
大
き
な
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ

ろ
う
。

②
逆
に
、
内
部
の
投
稿
者
は
非
常
に
少
な
い
。
慶
應
義
塾
大
学

は
総
合
大
学
と
し
て
文
学
部
以
外
に
も
史
学
教
員
が
か
な
り

の
数
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
方
々
と
の
連
携
が
十

分
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
非
常
勤

講
師
の
方
々
の
投
稿
も
非
常
に
少
な
い
。

③
院
生
の
投
稿
数
が
多
く
な
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
本
誌
が
単
な
る
紀
要
で
は
な
く
、
一
定
の
査
読
水
準
を

保
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
そ

れ
で
も
院
生
の
論
文
が
継
続
的
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

優
秀
な
研
究
が
着
実
に
生
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
反
映
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

四
．
ま
と
め
―
評
価
と
展
望

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
民
族
学
考
古
学
専
攻
の
『
史
学
』
に
対
す

る
関
わ
り
に
評
価
を
加
え
、
展
望
を
示
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な

ろ
う
。

①『
史
学
』
六
〇
巻
か
ら
六
九
巻
の
時
点
で
は
、
ま
だ
民
族
学

考
古
学
関
連
の
論
文
数
は
他
の
三
専
攻
に
比
べ
る
と
少
な
か

っ
た
が
、
そ
の
後
そ
の
割
合
は
着
実
に
伸
び
て
い
る
。
た
だ
、

ま
だ
四
分
の
一
に
は
達
し
て
お
ら
ず
、
一
層
の
努
力
が
必
要

で
あ
る
。

②
分
野
的
に
一
定
の
偏
り
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
教
員
や
卒

業
生
の
関
心
の
所
在
か
ら
避
け
が
た
い
も
の
で
あ
り
、
民
族

学
考
古
学
専
攻
の
教
育
を
反
映
し
て
い
る
と
も
い
え
る
で
あ

ろ
う
。
不
足
は
不
足
と
し
て
認
め
つ
つ
、
む
し
ろ
強
み
を
伸

ば
し
て
投
稿
論
文
数
が
増
え
れ
ば
、
自
然
と
周
辺
分
野
に
も

研
究
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
と
な
ろ
う
。

③
全
投
稿
者
に
占
め
る
割
合
に
、
教
員
と
ほ
ぼ
同
程
度
外
部
の

方
々
が
あ
る
こ
と
は
、『
史
学
』
が
広
く
開
か
れ
た
学
会
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
立
場
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、『
史
学
』
が
研
究
を
継
続
し
て
い
る
卒
業
生
に
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投
稿
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力
的
な
学
会
誌
で
あ
り
続
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
決
め
ら
れ
た
時

期
に
確
実
に
発
刊
す
る
こ
と
、
特
集
記
事
な
ど
で
執
筆
者
や

関
心
を
持
つ
人
た
ち
の
枠
を
広
げ
る
こ
と
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

を
今
の
時
代
に
即
し
た
形
に
す
る
こ
と
な
ど
が
検
討
さ
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

④
逆
に
、
内
部
か
ら
の
投
稿
者
が
少
な
い
こ
と
は
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
は
他
学
部
と
の
連
携
不
足
が
主
た
る
原
因
で
あ
る
が
、

三
田
史
学
会
が
開
か
れ
た
学
会
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

な
い
現
実
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
外

部
の
方
々
だ
け
で
な
く
、
ま
ず
他
学
部
や
他
研
究
所
の
教
員

に
執
筆
を
依
頼
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
専
攻

内
の
非
常
勤
講
師
に
呼
び
か
け
、
執
筆
者
の
広
が
り
を
生
み

出
す
努
力
が
重
要
で
あ
ろ
う
。　
　

⑤
院
生
の
投
稿
数
が
あ
ま
り
多
く
な
い
こ
と
も
、『
史
学
』
の

研
究
レ
ベ
ル
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
上
で
重
要
で

あ
る
。
し
か
し
、
院
生
の
研
究
で
も
優
秀
な
も
の
は
、
積
極

的
に
投
稿
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
『
史
学
』
と
な

る
必
要
も
あ
る
。
と
り
わ
け
、
近
年
は
院
生
の
数
が
減
少
し
、

学
会
誌
間
の
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
院
生
た
ち

も
評
価
の
高
い
学
術
誌
に
投
稿
す
る
傾
向
が
強
い
か
ら
で
あ

註（１
）　

こ
れ
ら
は
日
本
史
学
専
攻
お
よ
び
東
洋
史
学
専
攻
の
報
告
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
の
論
文
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

（
２
）　

西
ア
ジ
ア
（
オ
リ
エ
ン
ト
地
方
）
は
地
理
的
に
は
東
洋
史
の
範

疇
で
あ
る
が
、
伝
統
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
故
地
と
み
な
さ
れ

西
洋
史
の
一
部
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
古
代
西
ア
ジ

ア
文
明
の
影
響
は
西
方
だ
け
で
な
く
東
方
に
も
及
ん
で
お
り
、
西

欧
中
心
史
観
に
対
す
る
批
判
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
分
類
は
見
直

さ
れ
て
き
て
い
る
。

（
３
）　

二
〇
一
四
年
の
三
田
史
学
会
大
会
で
は
博
物
館
や
巡
礼
・
観
光

と
考
古
学
の
関
係
性
を
問
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
そ
の

発
表
に
基
づ
き
、
山
中
弘
氏
に
よ
る
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
今
日
の
聖

地
：
長
崎
の
教
会
群
の
世
界
遺
産
化
を
中
心
と
し
て
」
及
び
松
宮

秀
治
氏
に
よ
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
思
想
と
制
度
」
と
い
う
二
本

の
論
文
が
『
史
学
』
八
五
巻
一
―
三
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

る
。


